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このコーナーではご利用者の方々の自宅での生活を支えているヘル

パーの紹介をします。

今回のヘルパー 梯 京子(かけはし きょうこ)
介護初任者研修の資格を取ってすぐに、れんがの家

で支援をはじめ、皆さんからご指導を頂き、2か月ほど

たちました。なくてはならない介護支援です。

これからも勉強し、利用者さんに寄り添って頑張ってい

きたいとおもいます。

れんがの家は、地域の中で支えられ少しずつ、合志市の障がい者(児)の方々

の拠点として活動を広げています。より多くの地域の皆さんへ障がい者(児)に

対する理解を深めていただくため、専門的に学ぶためのサポーター養成講座を

開催しました。この日は23名の方に受講していただき、講師に熊本学園大准教

授 相藤絹代先生による「障がい者総合支援法について」を学びました。その

他に「地域におけるれんがの家の役割」や、「相談援助技術」の講習を受け、よ

り深く障がい支援、れんがの家の役割について学んで頂きました。今後はれん

がの家地域サポーターとしてより深くご利用者の皆様にかかわって頂ける事と

思います。

スポーツの秋ボーリング

秋晴れの心地良い季節となりました。地域活動支援センターでは、ご利用者6

名と熊本交通センター内にあるセンターボウルに出かけました。初めてボウリン

グをするというご利用者は最初は緊張した様子でしたがゲームが進むにつれて

笑顔が見られるようになり、和やかな雰囲気の中ボウリングを楽しむ事ができま

した。またゲームをしながら色々な話をしたりベストプレイが出た時には皆で喜

び合ってハイタッチをしたりとご利用者同士の親睦も深まり、スポーツの秋にふ

さわしくさわやかな汗が流せました。

ぜひ、地活の外出に参加してみませんか？ご利用お待ちしております。

「れんがの家」のいろんな活動のお手伝いをしてくださるボランティアさんを募集中です。
陶芸・料理・音楽・など、得意なことをご利用者と一緒に楽しんで頂ける方、ご連絡ください。

（お問い合わせ先） 合志市須屋２５４０

電話：０９６－２４２－２２７１・ＦＡＸ：０９６－２２３－５６２５

メールアドレス：ｒｅｎｇａ＠ｋｏｓｈｉーｓｈａｋｙｏ.or.jp

おじいさん、おばあさんへのプレゼント 放課後等デイ

9月は敬老の日がありましたね。放課後等デイの子ども達はふれあい館の

デイサービスの敬老会に招待していただき、ダンス、手作りアロマキャンドル

のプレゼントで日頃の感謝の気持ちを伝えました。

アロマキャンドル作り

敬老会の前の週から取り組んでいます。

色やにおいを自分たちで選び、喜んでもらえる様に心を込めて作りました。

卵の殻の中にろうを流し込み可愛いキャンドルの完成です！

消防署見学 児童発達支援事業

児発の子ども達は消防署見学に行きました。

消防士の方の仮眠室などの施設内の見学をした後は、乗車体験を行

いました。初めは大きな消防車や救急車に怖がる子もいましたが、優し

い消防士の方の声掛けで全員が乗車することができました。最後には

放水体験を行い、勢いよく出るホースの水に「ワアーッ！すごい！」と歓

声をあげていました。消防士の方に抱っこしてもらったり、と交流を深め

ることができました。

みんなで作った協力画 放課後等デイ

金曜日は制作の日です。５月初旬、みんなでテーマ決め。初めての

試みにみんなの意見もバラバラでしたがそれぞれが自分の描きたいも

のを担当し、色塗りをみんなで協力して取

り組みました。５月から９月までの長い期

間中、時には意見をぶつけ合いながらみ

んなで協力して色を塗りあげ、みんなの絆

も深まり、完成を喜び合いました。

来年の1月にふれあい館で行われる「ふれあいフェスティバル」のステージイベ

ントでれんがの家ご利用者をモデルにしたファッションショーを企画しております。

この企画は障がいを持った方も美しく、誰もが主役になれる場として、それを地域

の方々に知って頂けるようにと企画しました。対象はれんがの家のご利用者にな

りますが、たくさんのお申し込みをお待ちしています。

一緒にファッションショーを盛り上げましょう！

日 時：平成27年1月18日(日)11:00～11：50予定

(企画中につき時間の変更になる場合がございます)

場 所：〒861-1102 合志市須屋2251-1

合志市保健福祉センターふれあい館 交流ホール

募集要項：先着20名(電話またはＦＡＸにてお申し込みください)

問い合わせ：TEL096-242-2271 FAX096-223-5625

敬老会

手作りプレゼントも完成し、いざ本番です。

たくさんのデイご利用者の前でダンスを披露すると、会場の方々も一緒に踊っ

てくれたり、手拍子を送ってくれました。そして2名の児童が代表してプレゼント

を渡し、最後に皆で「これからも元気でいてください」と心を込めたメッセージを

伝えました。帰りには子ども達に感謝の言葉を頂き、それぞれに出に残る交

流会になりました。

「くまもと障がい者芸術展」にむけて
平成26年11月18日(火)～11月24日(月)に熊本県県立美術館で開催されます、くま

もとハートウィーク平成26年度「くまもと障がい者芸術展」に地活のご利用者の方々5

名の作品を出展します。陶芸や手芸などジャンルも様々に、

現在も芸術点に向けて鋭意制作中です。心を込め

た作品の数々ですので、近くに行かれた際はぜひ

足をお運びください。

現在、地活での芸術展鑑賞も企画中です！

(詳しくは11月の地活予定表をご確認ください)






